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Experimental Evaluation of Water Shield System (WSS) which sprinkles limited water to façade of 
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In high densely areas of wooden cultural city, it must be difficult to control spread as large-scale fire after earthquake 
etc. Water Shield System is a kind of firefighting equipment that sprays water to the surface of wooden walls facing 
toward spread, reduce the temperature from radiant heat and decrease the speed of fire spreading across narrow streets 
in traditional high densely areas. This study aims to develop an actual water spray nozzle which can sprinkle for a wide 
range of area and to evaluate the effectiveness for fire spread control in real scale experiment using model of traditional 
wooden townhouses.

































































































































































































          図 4 開発した専用ノズル      図 5 散水量計測用の 7 枚の集水パネル（矢印）
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          図 4 開発した専用ノズル      図 5 散水量計測用の 7 枚の集水パネル（矢印）
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      図 散水の有無による表面温度の比較       図 散水下での軒下耐火の有無による比較
























１ 下段 無 PP 有
２ 下段 無 PP 無
３ 下段 有 PP 有
４ 上段 無 PP 有
５ 中段 ― PP 有
表  試験内容の一覧
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次に、軒下の防火対策(耐火ボード)の有無による温度変化を比較した。（図11）
試験1と試験3の結果を比較すると、軒裏の測点である上列（黄色）の温度に違いが見られる。軒裏に防火
対策の無い試験1では軒裏の測点温度が上下しているのに対し、防火対策のある試験3では軒裏の測点が他よ
りも温度が高いものの、試験1より低い値で安定している。このことから、軒裏の防火対策は温度上昇を抑え、
WSSの延焼抑止効果をさらに高める効果があることが明らかとなった。

図 散水下での加熱位置の違いによる比較
最後に、加熱位置による各部の温度変化に関して比較する。（図12：下段については図10,11の試験１参照）
加熱位置が中段の場合（試験5）では軒下などの高温になりやすい部分が存在しないためか、散水中はほぼ
100℃を超えない値で安定している。なお試験5では下列（青色）の測点が記録されていないが、模型裏側の
支持足場の位置と重なってしまい、測点の設置が出来なかったためである。一方上段（試験4）と下段（試験
1）に関しては、一部軒裏（黄色）が他の測点より高温になりやすく、温度が260℃を超えている測点が見ら
れた。しかし、260℃を超えた測点でも周囲には散水が行われているため、着火まで至らないか、もしくは着
火しても10秒程度で散水により消されている状況が確認された。

５．まとめと今後の課題
本研究は、木造密集市街地で街路をまたぐ延焼を抑止するために考案された街路壁面散水設備WSSの開
発に資するため、既存のノズルよりも広範囲にかつ特に脆弱な軒下に対しても重点的に散水をし、延焼抑止
に必要な水量を確保できるノズルの開発を行った。またそのノズルを用いて、延焼火災環境を想定して加熱
を行いながら散水を行う実大模型実験を実施し、木造外壁面の温度変化を計測することによりその有効性評
価を行った。これにより、WSSには実大実験においても延焼抑止効果があることを実証することができた。
あわせてWSSは屋外環境に設置されることから、強風の影響等を受けて必要水量が一定時間維持できない
危険性も考えられるため、脆弱な軒裏に対しては耐火ボードなどの防火対策も有効であることも示された。
特に景観に配慮した軒裏防火仕様については、今後鈴木らの研究5)も参考する必要がある。
 今後の課題としては、風向や風速の変化に対しても、必要な性能を確保できるようなノズルの開発や、内
部構造を改良して必要放水量の減量を図る等、さらに効率的なノズルの開発を進めることが挙げられる。
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軒下は高温になりやすい
試験４（上段）
着火限界温度（260℃) 着火限界温度（260℃)
㻝㻜㻜℃を超えない値が継続
試験５（中段）
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